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研究目的：兵庫県宝塚市の南部は人口が多く住宅密集エリアが並んでおり、地盤安定性評価が重要な

場所であるにもかかわらず、これまでに包括的重力異常解析（Itoh et al., 2016）を除き地下構造に

関する詳細な調査は行われていない。そこで、同地域を横断する有馬-高槻構造線に着目し、活断層の

規模や三次元的形状分析に基づく地盤特性評価を試みた。 

 

研究内容と成果：有馬-高槻構造線は右横ずれの卓越した国内有数の大規模断層帯である。この断層に

直行する重力異常モデリング測線 8 本を設定し、地下の密度分布を反映した重力異常データに基づく

地下構造推定モデリングを実施した。その結果、例えば東端の測線では、傾斜角 45 度、落差 1.21 ㎞

の逆断層が存在し、そこから南方に堆積層との密度差が 0.1g/cc の崖錐が存在すると仮定したところ、

モデリング結果が最適化された。変動地形学的な分析によると、有馬-高槻構造線における上下方向の

平均変位速度は 0.02～0.24ｍ/千年と推定されている。断層活動の原因となったフィリピン海プレート

運動方向変化（北方向から西北西方向へ）が生じた 150 万年前から現在までの累積落差は最大 360m と

なり、重力異常モデリング結果から想定される値との乖離が著しい。この原因として、モデリングに

基づく基盤岩類の落差には、150 万年前より古い鮮新世～前期更新世の地殻変動が原因となって生じた

変位も含まれる可能性が考えられる。 

1995 年 1 月 17 日の兵庫県南部地震で震度 7 を記録した有馬-高槻構造線沿いの飛び地となっている 2

エリアにおいて、局所的に強震動が発生したメカニズムについてはそれぞれ異なる原因が考えられた。

西部エリア（清荒神～売布）については、有馬-高槻構造線と六甲-淡路断層帯が交差する非常に地殻

変動の激しい場所であるため、局所的に強い揺れを観測したと考えられる。東部エリア（中山観音～

山本）については、関西圏地盤情報データベースに基づいて地下の岩相分析を行った結果、全体的に

粘土層の占める割合が高くて、間隙水に富む軟弱な地盤であることが判明した。この粘土層は北側の

後背地に分布する有馬層群の凝灰質泥岩が削剝されて供給されたものであり、それによって地震動が

増幅されたと考えられる。 
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